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次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
　
研
究
成
果
報
告
①

平
成
二
十
九
年
度
　
次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
班
　
研
究
成
果
報
告

は
じ
め
に

　
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
平
成
２
０
年
度
よ
り
平
成
２
７
年
度

ま
で
、「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
」
を
行
っ
た
。

過
疎
地
域
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
じ
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
寺
院
の
取
り
組

み
事
例
を
収
集
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
成
果
報
告
書
④　
過

疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、

２
０
１
７
、
３
）
を
上
梓
し
た
。
ま
た
研
究
を
通
じ
て
収
集
さ
れ

た
各
寺
院
の
取
り
組
み
事
例
を
『
い
き
い
き
お
寺
事
例
集　
て
ら

活
の
ス
ス
メ
』（
寺
院
問
題
検
討
委
員
会
、
２
０
１
５
、
８
）
と

し
て
ま
と
め
、『
宗
報
』
同
封
で
浄
土
宗
寺
院
に
配
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
研
究
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
葬
儀
や
法
事
の
簡
略

化
・
縮
小
化
、
檀
信
徒
居
住
範
囲
の
拡
散
に
よ
る
寺
檀
関
係
の
希

薄
化
、
特
に
人
口
流
出
地
域
に
お
け
る
離
檀
や
墓
地
の
継
承
問
題
、

地
域
の
人
々
や
住
職
の
高
齢
化
に
よ
る
寺
院
活
動
の
停
滞
化
な
ど

深
刻
な
問
題
が
過
疎
地
域
に
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
研
究
対
象
は「
過
疎
地
域
」と
い
う
限
定
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院

で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
は
、
近
い
将
来
全
国
的
に
生
じ
る
先
見
事

例
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
諸
問
題
は
、
地

域
住
民
（
檀
家
）
減
少
と
高
齢
化
、
檀
家
範
囲
の
拡
散
化
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
た
日
本
社
会
全
体
に
生
じ
う
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
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ま
た
当
研
究
所
で
は
、
平
成
２
４
、
２
５
年
度
に
お
い
て
、「
祭

祀
・
信
仰
継
承
問
題
研
究
」
を
行
っ
た
。
特
に
現
代
に
お
け
る
墓

地
の
継
承
問
題
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
行
な
い
、
家
族

形
態
の
変
化
に
伴
う
墓
地
の
多
様
化
、
ま
た
今
後
の
墓
地
継
承
に

お
い
て
生
じ
る
問
題
点
を
整
理
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
・
課
題
に
対

応
す
べ
く
寺
院
墓
地
お
よ
び
共
同
墓
の
「
使
用
約
款
ひ
な
形
」
を

作
成
し
た
。

　
こ
れ
ら
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
に
関
す
る
研
究
」、「
祭
祀・

信
仰
継
承
問
題
研
究
」
で
得
た
知
見
と
新
た
な
課
題
に
立
脚
し
、

平
成
２
８
年
度
よ
り
「
次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
、

現
代
に
お
け
る
社
会
変
化
の
な
か
、
如
何
に
寺
檀
関
係
を
維
持
発

展
し
、
法
然
上
人
の
み
教
え
を
継
承
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て

研
究
を
始
め
た
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
次
世
代
」
と
は
、
中
心

的
に
寺
院
と
関
わ
る
世
代
で
あ
る
６
０
～
８
０
歳
代
の
次
の
世
代
、

つ
ま
り
３
０
～
５
０
歳
代
、
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
世
代
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
。

　
特
に
こ
の
２
年
間
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
に
焦
点
を
あ
て

て
研
究
を
進
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
寺
院
で
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を

勤
め
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
儀
礼
（
成
人
式
、
結
婚
式
、
長
寿
の

祝
い
、
葬
式
な
ど
）
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
子
ど

も
の
成
長
儀
礼
を
寺
院
で
行
う
こ
と
は
、
祖
父
母
・
親
・
子
ど
も

の
三
世
代
、
さ
ら
に
は
両
家
族
に
わ
た
っ
て
寺
院
に
来
る
機
会
と

な
り
、
次
世
代
に
信
仰
を
継
承
す
る
一
つ
の
契
機
に
な
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

　
本
報
告
は
、
こ
の
２
年
間
で
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
も
の
で

あ
る
。
第
１
章
で
は
社
会
変
動
が
寺
院
の
置
か
れ
る
状
況
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
与
え
、
な
ぜ
今
次
世
代
継
承
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
２
章
で
は
浄
土
宗
に
お
け
る
次
世

代
継
承
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
、
第
３
章
で
は
新
宗
教
を

含
め
た
他
教
団
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
第
４
章
で
は
、

本
研
究
会
で
作
成
し
全
ヶ
寺
に
配
布
す
る
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
再
録
す
る
。
な
お
、
七
五
三
を
は
じ
め
と

す
る
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
は
宗
定
法
要
で
は
な
く
、「
法
要
集
」

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
差
定
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
福

西
賢
兆
監
修『
浄
土
宗
慶
事
法
要
と
祈
願
』（
斎
々
坊
、
１
９
９
５
）

を
参
照
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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１
章　

社
会
変
動
と
寺
院

　
　

―
な
ぜ
今
、
次
世
代
継
承
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
―

①
　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
変
化
と
寺
院
　

　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
変
化
が
寺
院
に
与
え
た
影
響

は
大
き
い
。
そ
の
変
化
の
一
つ
は
産
業
構
造
の
変
化
で
あ
っ
た
。

農
業
、
漁
業
、
林
業
従
事
者
で
あ
る
第
一
次
産
業
従
事
者
率
が
減

少
し
、
給
与
所
得
者
が
多
い
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
第
三
産

業
従
事
者
が
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
は
地
域
共
同
体
へ
の
意
識
を

弱
体
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
産
継
承
の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
先
祖
観
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
葬
式
の
あ
り
方
や
地
域
に

お
け
る
寺
院
の
あ
り
方
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
人
口
移
動
に
よ
っ
て
過
疎
過
密
と
い
う
状
況

が
生
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
若

者
が
都
会
へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
社
会
減
」
が
生
じ
、
そ

の
後
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
社
会
減
に
加
え
、
出
生
数
よ
り
死
亡

数
が
上
回
る
「
自
然
減
」
が
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
若
者
が
出
て

行
っ
た
あ
と
に
残
さ
れ
た
人
口
が
高
齢
化
し
、
か
つ
新
し
い
人
口

が
生
み
出
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状

況
は
、
寺
院
を
含
む
地
域
社
会
が
不
活
性
化
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
第
３
２
条
、
お
よ
び
第
３

３
条
第
１
項
、
２
項
に
該
当
す
る
地
域（
以
下
、
過
疎
指
定
地
域
）

に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
は
、
全
国
浄
土
宗
寺
院
の
１
４
．
０
％　

（
９
８
８
／
７
０
５
１
ケ
寺
）
に
相
当
す
る
（
Ｈ
２
４
．
２
現
在
）。

過
疎
指
定
地
域
に
あ
る
寺
院
の
割
合
は
、
教
区
に
よ
っ
て
大
き
な

偏
り
を
見
せ
る
。
多
い
教
区
は
、
石
見
（
１
０
０
．
０
％
）、
秋

田（
７
０
．
８
％
）、
大
分（
６
４
．
９
％
）、
北
海
道
第
１（
６
７
．

６
％
）、
北
海
道
第
２
（
５
７
．
６
％
）、
愛
媛
（
５
０
．
０
％
）、

青
森
（
４
８
．
２
％
）、
長
崎
（
４
３
．
３
％
）
な
ど
で
あ
る
。

一
方
少
な
い
教
区
は
、
東
京
（
０
％
）、
埼
玉
（
０
％
）、
神
奈
川

（
０
％
）、
大
阪
（
０
％
）、
尾
張
（
０
％
）、
伊
賀
（
０
％
）、
滋
賀

（
０
．
８
％
）、
三
河
（
１
．
９
％
）、
茨
城
（
２
．
０
％
）、
富
山

（
２
．
９
％
）、
岐
阜
（
３
．
４
％
）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

に
よ
っ
て
状
況
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
先
述
し

た
よ
う
に
、
過
疎
指
定
地
域
に
あ
る
寺
院
の
割
合
は
、
浄
土
宗
寺
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院
全
体
の
１
４
％
と
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗

に
お
け
る
「
過
疎
」
の
問
題
は
「
局
地
的
問
題
」
と
捉
え
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
現
在
過
疎
地
域
に
あ
る
寺
院
に
生
じ
て
い
る
問
題
は
、

遠
く
な
い
将
来
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
に
広
く
生
じ
る
先
見
事
例

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
過
疎
地

域
で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
の
根
底
に
あ
る
問
題
点
は
、
地
域
住
民

（
檀
家
）
減
少
と
檀
家
範
囲
の
拡
散
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
こ
の
二
つ
の
要
因
は
、
今
後
広
く
日

本
中
に
生
じ
る
現
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

②
寺
院
の
今
後
に
関
わ
る
社
会
変
化

・
人
口
減
少
と
高
齢
化

　
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
。
２
０
１
６
年
１
０
月
時

点
で
は
、
人
口
１
億
２
６
９
３
万
人
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
２
７
．
３
％
で
あ
る
。
今
後
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
進
み
、

２
０
６
５
年
に
は
人
口
８
８
０
８
万
人
、
高
齢
化
率
３
８
．
４
％

と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
７
年
、
出
生
中
位
・
死
亡
中
位
推

計
結
果
）。
こ
の
傾
向
は
、
地
域
に
よ
り
今
後
の
変
化
の
状
況
が

大
き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
現
象
を
逃

れ
ら
れ
る
地
域
は
限
定
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
、

今
後
死
亡
者
数
は
し
ば
ら
く
の
間
増
加
す
る
。
出
生
数
及
び
死
亡

者
数
の
将
来
推
計
を
確
認
す
る
と
、
２
０
４
０
年
ご
ろ
ま
で
死
亡

者
数
は
増
加
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
『
平
成
２
９
年

版　
高
齢
社
会
白
書
』）。

　
葬
儀
や
追
善
法
要
に
よ
る
布
施
収
入
を
大
き
な
収
入
源
と
し
て

い
る
寺
院
に
と
っ
て
は
、
こ
の
死
亡
者
数
の
増
加
は
、
寺
院
経
営

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
経
済
的
側
面
に
資
す
る
要
因
と
見
做

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
高
齢
者
を
現
役
世
代
の
何
人
で
支
え
る
か
と
い
う
数
値

を
確
認
す
る
と
、
２
０
０
０
年
は
３
．
９
人
、
２
０
１
５
年
は
２
．

３
人
と
推
移
し
、
２
０
３
０
年
に
は
１
．
８
人
、
２
０
４
５
年
に

は
１
．
４
人
と
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
内
閣
府　

『
平
成
２
７
年
度
版　
高
齢
社
会
白
書
』（
な
お
１
９
７
５
年
時
点

で
は
８
．
６
人
で
あ
っ
た
）。
こ
の
こ
と
は
、
１
人
の
死
者
に
対
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す
る
葬
儀
・
追
善
法
要
を
金
銭
的
に
支
え
る
人
数
が
減
少
し
、
施

主
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

寺
院
収
入
に
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
な
い
。

・
少
子
化
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
未
婚
率
上
昇

　
人
口
減
少
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
少
子
化
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
．
４
４
で
あ
り
、

人
口
を
維
持
す
る
目
安
で
あ
る
２
．
０
８
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
こ
の
現
象
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
未
婚

率
の
上
昇
で
あ
る
。

　
未
婚
率
の
推
移
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
５
０
歳
時
点
で
結
婚
し

た
こ
と
の
な
い
人
の
割
合
を
生
涯
未
婚
率
と
い
う
が
、
こ
の
推
移

を
現
在
か
ら
１
５
年
ご
と
に
遡
っ
て
確
認
す
る
と
、
２
０
１
５

年
：
男
性
２
３
．
４
％
、
女
性
１
４
．
１
％
、
２
０
０
０
年
：
男

性
１
２
．
６
％
、
女
性
５
．
８
％
、
１
９
８
５
年
：
男
性
３
．

９
％
、
女
性
４
．
３
％
、
１
９
７
０
年
：
男
性
２
．
１
％
、
女
性

４
．
３
％
、
１
９
５
５
年
：
男
性
１
．
２
％
、
女
性
１
．
５
％

（「
国
勢
調
査
」）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
変
化
を
概
観
す
る
と
、
お

お
よ
そ
１
９
９
０
年
代
中
頃
～
２
０
０
０
年
頃
か
ら
急
増
し
だ
す

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
生
涯
未
婚
率
と
は
５

０
歳
時
点
で
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
割
合
な
の
で
、
お
お
よ

そ
戦
後
生
ま
れ
の
人
々
か
ら
未
婚
率
が
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
戦
後
に
生
ま
れ
高
度
成
長
期
と
い
う
社
会
変
動
、
そ
れ
に

伴
う
価
値
観
の
変
化
の
な
か
で
「
結
婚
し
な
い
」
人
々
が
急
増
し

た
の
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
現
在
で
は
お
よ
そ
男
性
の
４
人
に
１

人
、
女
性
の
７
人
に
１
人
が
結
婚
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
を
鑑

み
る
と
、
檀
信
徒
関
係
を
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
の

大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

・
世
代
間
住
み
分
け
の
問
題

　
檀
信
徒
関
係
を
次
世
代
へ
と
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な

障
害
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
世
代
間
に
よ
る
住
み
分
け
の
問

題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
子
ど
も
世
代
と

の
同
居
率
か
ら
確
認
す
る
と
、
１
９
８
０
年
に
は
６
９
％
で
あ
っ

た
の
が
、
２
０
１
５
年
に
は
３
９
％
と
激
減
し
て
お
り
、
急
激
に
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世
代
に
よ
る
住
み
分
け
の
現
象
が
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
（
内
閣

府
『
平
成
２
９
年
度
版　
高
齢
社
会
白
書
』）。
こ
の
世
代
に
よ
る

住
み
分
け
の
現
象
は
、
高
齢
者
の
子
ど
も
や
孫
と
の
付
き
合
い
方

の
意
識
に
も
変
化
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
平
成
２
３
年
度

版　
高
齢
社
会
白
書
』
か
ら
は
、「
い
つ
も
一
緒
に
生
活
で
き
る

の
が
良
い
」
と
い
う
人
が
減
り
、「
と
き
ど
き
会
っ
て
食
事
や
会

話
を
す
る
の
が
良
い
」
と
い
う
「
密
度
の
薄
い
付
き
合
い
で
も
良

い
」
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
世
代
に
よ
る
住
み
分
け
と
意
識
の
変
化
は
、
次
世
代
に

月
参
り
や
棚
経
、
ほ
か
の
「
こ
れ
ま
で
の
寺
と
の
付
き
合
い
」
が

継
承
さ
れ
づ
ら
い
状
況
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
社
会
学
者
で
あ
る
山
下
祐
介
は
、
過
疎
問
題
に
つ
い
て
「
人
口

の
厚
い
三
つ
の
層
」
と
の
関
わ
り
で
論
じ
て
い
る
。
人
口
の
厚
い

代
表
的
な
層
は
団
塊
の
世
代
（
１
９
４
７
～
４
９
年
生
れ
）
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
親
世
代
で
あ
る
大
正
末
～
昭
和
初
期
生
れ
、

ま
た
団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
世
代
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
も
人
口

の
層
が
厚
い
と
い
う
。
こ
の
３
つ
の
世
代
の
特
徴
は
、
大
正
末
～

昭
和
初
期
生
れ
は
、
ふ
る
さ
と
で
生
れ
育
ち
、
伝
統
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
世
代
、
団
塊
世
代
は
ふ
る
さ
と
で
生

れ
育
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
都
市
に
移
動
し
核
家
族
を
形

成
し
た
世
代
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
は
都
市
で
生
れ
育
ち
、
ふ
る

さ
と
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
世
代
で
あ
る
。

　
大
正
末
～
昭
和
生
れ
の
人
々
は
２
０
１
８
年
現
在
で
は
９
０
歳

代
前
半
～
９
０
歳
代
半
に
あ
た
る
の
で
、
寺
檀
関
係
に
お
い
て
は

最
近
１
５
年
間
ほ
ど
で
彼
ら
の
世
代
か
ら
次
の
世
代
へ
の
交
代
が

進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
最
近
１
５
年
と
は
、
地
域
や
そ

の
中
に
あ
る
寺
院
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
価
値
観
を
持
っ
て
き
た

世
代
が
亡
く
な
り
、
寺
院
に
対
す
る
価
値
観
念
に
大
き
な
揺
ら
ぎ

が
生
じ
た
時
期
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
お
よ
そ
１
０
年

後
に
は
団
塊
世
代
か
ら
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
へ
の
交
代
の
時
期
を

迎
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
次
世
代
へ
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
あ
る
。�

（
名
和
清
隆
）

第
２
章　

浄
土
宗
に
お
け
る
次
世
代
継
承

　
本
章
で
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
を
整

理
す
る
。
特
に
包
括
法
人
浄
土
宗
、
お
よ
び
浄
土
宗
関
連
団
体
で
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あ
る
児
童
教
化
連
盟
、
公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

１
．
包
括
法
人
浄
土
宗
と
し
て
の
取
り
組
み

　
包
括
法
人
浄
土
宗
の
な
か
で
、
次
世
代
継
承
に
係
る
担
当
部
局

は
社
会
国
際
局
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
対
象
の

「
信
行
道
場
」「
こ
ど
も
会
」、
お
よ
び
檀
信
徒
会
へ
の
助
成
金
交

付
事
業
で
あ
る
。

①
「
信
行
道
場
」
開
設
助
成
金
交
付
（
７
万
円
交
付
）

　
要
件　

　
⑴
日
程
は
１
泊
２
日
以
上

　
⑵
帰
敬
式
（
と
も
し
び
の
つ
ど
い
）
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込

む

　
⑶
申
請
は
一
開
設
主
催
者
に
つ
き
、
年
１
度

　
⑷
申
請
書
、
報
告
書
を
提
出

　
内
容
は
、
経
本
作
り
、
数
珠
作
り
、
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
、

帰
敬
式
（
と
も
し
び
の
つ
ど
い
）、
花
火
・
肝
試
し
、
掃
除
、
法
話
、

工
作
な
ど
で
、
夏
期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
主
催
は
各
寺

院
、
浄
土
宗
青
年
会
、
組
、
教
区
な
ど
で
あ
る
。
助
成
金
の
申
請

件
数
は
、
平
成
２
５
年
７
０
件
、
平
成
２
６
年
７
０
件
、
平
成
２

７
年
６
８
件
、
平
成
２
８
年
６
８
件
と
ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て
い

る
。

　
な
お
、「
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
」
を
併
修
す
る
場
合
に
は
、

別
途
３
万
円
が
助
成
さ
れ
る
。「
と
も
い
き
夕
陽
の
つ
ど
い
」
と

は
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
お
念
仏
を
唱
え
、
西
方
極
楽
浄
土
に
思
い

を
馳
せ
る
と
い
う
行
事
で
、
宗
祖
法
然
上
人
８
０
０
年
大
遠
忌
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
青
少
年
教
化
事
業
検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
提

案
さ
れ
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
「
こ
ど
も
会
」
開
設
助
成
金
交
付
（
２
万
円
交
付
）

　
要
件　

　
⑴
日
程
は
１
日

　
⑵
寺
院
を
会
場
と
し
、
内
容
は
「
お
勤
め
、
お
話
（
法
話
）、

掃
除
、
写
経
、
写
仏
、
堂
内
で
遊
ば
せ
る
、
境
内
で
遊
ば
せ

る
、
帰
敬
式
」
の
な
か
か
ら
２
項
目
以
上
実
践
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⑶
申
請
は
一
開
設
主
催
者
に
つ
き
、
年
１
度

　
⑷
申
請
書
、
報
告
書
を
提
出

　
内
容
は
、
寺
院
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
七
夕
、
花
ま
つ
り
、

地
蔵
盆
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
他
の
行
事
と
併
修
し
て
行
う
場
合
も
多

い
。
こ
ど
も
会
助
成
金
の
申
請
件
数
は
平
成
２
５
年
５
６
件
、
平

成
２
６
年
５
２
件
、
平
成
２
７
年
６
１
件
、
平
成
２
８
年
６
１
件

で
あ
る
。
な
お
、
と
も
い
き
夕
陽
の
集
い
を
併
修
す
る
場
合
に
は
、

別
途
２
万
円
が
助
成
さ
れ
る
。

③
教
区
「
檀
信
徒
会
」
へ
の
助
成
（
設
立
助
成
金
５
万
円
、
活
動

助
成
金
５
万
）

　
檀
信
徒
会
設
置
の
際
、
お
よ
び
各
教
区
で
檀
信
徒
会
活
動
が
行

わ
れ
る
際
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
８
０
０
年

遠
忌
の
際
に
、
全
教
区
に「
檀
信
徒
会
」設
置
を
働
き
か
け
、
現
在
、

設
置
３
６
教
区
、
未
設
置
は
１
１
教
区
で
あ
る
。

２
．
浄
土
宗
関
連
団
体
の
取
り
組
み

　
浄
土
宗
の
関
連
団
体
を
列
挙
す
る
と
、

浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟

浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

浄
土
宗
保
育
協
会 

浄
土
宗
教
誨
師
会 

浄
土
宗
保
護
司
会 

浄
土
宗
社
会
福
祉
協
会 

浄
土
宗
芸
術
家
協
会  

浄
土
宗
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
会

浄
土
宗
布
教
師
会 

浄
土
宗
寺
庭
婦
人
会  

浄
土
宗
吉
水
会 

浄
土
宗
教
学
院 

浄
土
宗
総
合
研
究
所 

全
国
浄
土
宗
青
年
会 

浄
土
宗
平
和
協
会

公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
団
体
と
し
て
は
、
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
、
浄
土
宗
ス
カ
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ウ
ト
連
合
協
議
会
、
全
国
浄
土
宗
青
年
会
、
公
益
財
団
法
人
浄
土

宗
と
も
い
き
財
団
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
全
国
浄
土
宗
青
年
会
は
期
ご
と
に
大
き
く
活
動
内
容
が
異
な
る

の
で
、
こ
こ
で
は
、
児
童
教
化
連
盟
、
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協

議
会
、
公
益
財
団
法
人
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
略
述
す
る
。

２
―
１
．
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟　

　
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
は
、
昭
和
４
４
年
に
、
児
童
へ
の
教
化

推
進
、
会
員
の
相
互
研
鑚
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ

る
。
各
教
区
か
ら
理
事
１
名
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
理
事
長
、

副
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
職
が
選
出
さ
れ
る
。
活
動
の
柱
と

し
て
、
①
指
導
者
の
育
成
②
教
化
事
業
の
推
進
③
教
化
資
料
の

作
成
が
あ
る
。

①
指
導
者
の
育
成

　
指
導
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
、
全
国
研
修
会
と
指
導
者
研
修

会
が
あ
る
。
全
国
研
修
会
は
年
１
回
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
指
導
者
研
修
会
は
、
年
１
回
京
都

宗
務
庁
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
連
盟
執
行
部
が
企
画
開
催
し
、

児
童
教
化
に
直
接
的
に
役
立
つ
方
法
を
学
ぶ
の
が
主
で
あ
る
。
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
参
加
者
は
１
０
０
名
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
参

加
者
に
は
寺
庭
婦
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

②
教
化
事
業
の
推
進

・
奉
納
書
道
展

　
昭
和
５
７
年
か
ら
年
１
回
開
催
し
て
い
る
。
総
本
山
知
恩
院
、

大
本
山
増
上
寺
、
大
本
山
善
導
寺
で
、
御
忌
期
間
中
に
開
催
し
て

い
る
。
子
ど
も
（
保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
）
か
ら
作
品
を
募
集
し
、
各
本
山
で
展
示
、
表
彰
し
て
い

る
。

・
花
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　
会
員
寺
院
で
の
花
ま
つ
り
開
催
率
向
上
を
目
指
し
、
花
ま
つ
り

シ
ー
ル
、
花
の
種
袋
、
風
船
な
ど
を
作
成
し
、
開
催
寺
院
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。　
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③
教
化
資
料
の
作
成

・
法
話
集
「
イ
キ
イ
キ
コ
ド
モ
」
作
成
・
販
売

　
平
易
な
文
体
で
書
か
れ
た
、
子
ど
も
向
け
法
話
集
を
年
１
回
発

行
し
て
い
る
。
５
０
０
０
部
発
行
し
、
３
２
０
０
部
を
会
員
へ
無

償
配
布
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
一
部
１
０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。

・「
コ
ド
モ
タ
イ
ム
ズ
」
発
行

　
子
ど
も
向
け
の
新
聞
を
年
４
回
発
行
し
、
有
償
配
布
し
て
い
る
。

５
０
０
０
部
印
刷
、
会
員
に
は
３
２
０
０
部
を
無
料
配
布
し
て
い

る
。
年
間
の
定
期
購
読
料
は
５
０
０
円
で
あ
る
。

２
―
２
．
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会

　
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
は
昭
和
４
１
年
に
発
足
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
を
通
じ
て
、
法
然

上
人
の
教
え
に
基
づ
く
青
少
年
の
育
成
と
信
仰
の
培
養
を
目
指
し

て
い
る
。

　
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
連
合
協
議
会
は
、
日
本
連
盟
が
制
定
し
て
い

る
仏
教
章
を
獲
得
す
る
た
め
の
、
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
仏
教
章
研
修

会（
２
泊
３
日
）を
実
施
し
て
い
る
。
会
場
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、

毎
回
２
０
―
４
０
人
の
浄
土
宗
ス
カ
ウ
ト
を
送
り
出
し
て
い
る
。

２
―
３
．
公
益
財
団
法
人　
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団

　
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
は
、
大
正
３
年
に
浄
土
宗
の
公
益
部
門

と
し
て
「
財
団
法
人
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
る
。
平
成
２
５
年
４
月
に
公
益
財
団
法
人
と
な
り
、

現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
現
在
の
主
な
活
動
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

①
助
成
事
業
（
平
成
２
９
年
度
よ
り
）

　
浄
土
宗
寺
院
、
浄
土
宗
教
師
も
し
く
は
浄
土
宗
の
関
係
団
体
が

行
っ
て
い
る
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
助

成
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
事
業
内
容
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
地
域
活
性
化
、
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
、
心
の
問
題
へ
の
取

り
組
み
、
災
害
支
援
・
被
災
地
支
援
、
教
育
・
体
験
活
動
、
文
化

の
継
承
、
環
境
問
題
改
善
へ
の
取
り
組
み
、
犯
罪
防
止
・
更
生
、

他
文
化
共
生
、
そ
の
他
で
あ
る
。

　
助
成
に
関
す
る
広
報
は
、
浄
土
宗
全
ヶ
寺
に
郵
送
配
布
と
い
う
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方
法
を
採
っ
た
。
助
成
金
は
全
体
で
１
２
０
０
万
円
、
１
件
最
大

で
１
０
０
万
円
で
あ
る
。
平
成
２
９
年
度
は
６
０
団
体
が
応
募
し
、

３
８
団
体
が
採
択
さ
れ
た
。

　
ほ
か
活
動
と
し
て
、

②
心
と
い
の
ち
の
電
話
相
談
室
（
現
在
は
週
２
回　
月
・
金
１
０

時
～
１
６
時
）

③
被
災
地
支
援
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
）

④
と
も
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
年
１
回
２
０
１
７
年
は
３
月
４
日

に
芝
学
園
講
堂
で
開
催
し
た
）

⑤
と
も
い
き
懇
話
会

を
行
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
各
総
代
本
山
に
お
い
て
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
総
本
山
知
恩
院
で
は
、
お
て
つ
ぎ
信

行
奉
仕
団
、
お
て
つ
ぎ
こ
ど
も
奉
仕
団
、
成
人
式
な
ど
、
ま
た
、

大
本
山
増
上
寺
で
は
臨
海
学
校
、
大
本
山
鎌
倉
光
明
寺
で
は
夏
季

僧
堂
、
大
本
山
善
光
寺
大
本
願
で
は
な
む
な
む
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
次
世
代
継
承
に
関
す
る
事
業
は
、
関
連
団
体
、

本
山
、
各
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
包
括

法
人
浄
土
宗
は
、
各
寺
院
・
団
体
へ
の
助
成
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
子
ど
も
対
象
の
活
動
は
、
包
括
法
人
浄
土
宗
、
関
連
団
体
、
各

本
山
い
ず
れ
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、

青
年
、
壮
年
層
を
意
識
し
た
活
動
と
し
て
は
、
総
本
山
知
恩
院
が

展
開
す
る
お
て
つ
ぎ
奉
仕
団
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
名
和
清
隆
）

３
章　

他
教
団
に
お
け
る
次
世
代
継
承

�

～
Ｈ
Ｐ
か
ら
見
え
る
取
り
組
み
の
紹
介
～

　
本
章
で
は
他
教
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
捉
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え
る
こ
と
の
で
き
た
、
次
世
代
の
人
々
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
。

　
た
だ
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
限
定
的
な
資
料
か
ら
の
把
握
で

あ
る
の
で
、
他
教
団
の
取
り
組
み
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
各
教
団
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

意
図
が
異
な
る
た
め
、
各
教
団
の
活
動
内
容
を
客
観
的
に
分
析
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
顕
著
な
活
動
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た

い
。
更
に
は
、
本
章
で
紹
介
す
る
教
団
の
ほ
か
に
も
複
数
の
教
団

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
が
、
顕
著
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
教

団
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
な
お
、
本
章
で
紹
介
す
る
次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
と
は
、
檀

家
や
信
徒
の
青
壮
年
層
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
世
代
の
み
な
ら
ず
、

一
般
の
人
々
向
け
の
取
り
組
み
や
広
報
な
ど
広
い
内
容
を
包
括
し

て
い
る
。

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派	

⑴
動
画
で
の
学
び

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
動
画
で
学
ぶ
」
と
い
う
バ
ナ
ー
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
「
本
願
寺
公
式
動
画
配
信
サ
イ
ト
」
を
閲
覧
で
き
る
。

念
珠
の
付
け
方
、
合
掌
・
礼
拝
作
法
、
焼
香
作
法
、
仏
典
童
話
と

い
っ
た
門
徒
が
学
べ
る
動
画
資
料
、「
お
坊
さ
ん
が
ゆ
く
！
」
と

い
う
寺
院
を
紹
介
す
る
動
画
、
本
願
寺
の
最
新
情
報
を
知
っ
て
も

ら
う
「
ニ
ュ
ー
ス
」
動
画
な
ど
が
掲
載
し
て
あ
る
。
ま
た
僧
侶
向

け
と
し
て
、
袈
裟
の
着
け
方
の
動
画
な
ど
も
あ
る
。

�

（http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/project/study.htm
l 2018,3,23

）

⑵
一
般
向
け
リ
ン
ク
集

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
集
「
他
力
本
願.net

」
を
展
開
し
て

い
る
。「
私
た
ち
の
生
活
の
悩
み
や
関
心
と
仏
教
の
智
慧
の
接
点

と
な
り
、
豊
か
な
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
場
所
を
目
指
し
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て
」
い
る
も
の
で
、
関
連
大
学
、
関
連
団
体
な
ど
が
自
由
に
リ
ン

ク
を
張
り
、
行
っ
て
い
る
活
動
を
紹
介
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
サ
イ
ト
は
、
暮
ら
し
の
仏
教
語
豆

事
典
、
僧
シ
ャ
ル
見
聞
録
、
仏
女
生
活
、
グ
チ
コ
レ
、
イ
タ
リ
ア

ン
精
進
レ
シ
ピ
な
ど
、
門
徒
に
限
ら
ず
広
く
一
般
の
人
々
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
内
容
が
多
い
。

（http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/ 2018,3,23

）

�

（http://tarikihongw
an.net/ 2018,3,23

）

②
真
宗
大
谷
派	

　
　

⑴
帰
敬
式
の
推
進

　
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
毎
日
午
前
午
後
の
２
回
帰
敬
式
が

行
わ
れ
て
い
る
。
受
式
す
る
と
法
名
が
授
与
さ
れ
る
。
礼
金
（
Ｈ

Ｐ
本
文
マ
マ
）
は
２
１
歳
以
上
が
１
万
円
、
２
０
歳
以
下
は
５
千

円
。
担
当
は
「
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
本
廟
部
帰
敬
式
実
践
運
動
推

進
事
務
室
」
で
あ
る
。

（http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/kikyoshiki/honganji/2018,3,23

）
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⑵
「
御
本
尊
」「
お
脇
掛
」
の
頒
布

　
「
お
内
仏
」
の
あ
る
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、「
御
本
尊
」「
お

脇
掛
」
を
参
拝
接
待
所
・
各
教
務
所
で
頒
布
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
礼
金
表
一
覧
を
明
示
し
て
い
る
。

⑶
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー　
　

　
真
宗
大
谷
派
の
機
関
と
し
て
２
０
１
０
年
に
開
設
さ
れ
た
。
そ

の
目
的
は
、「
青
少
幼
年
に
学
び
、
そ
の
課
題
を
受
け
て
宗
門
内

外
に
提
言
し
て
い
く
」「
青
少
幼
年
を
取
り
巻
く
時
代
社
会
の
課

題
に
関
わ
っ
て
い
く
」「
青
少
幼
年
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
真

宗
の
学
び
を
志
向
す
る
こ
と
」で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
の「
青
年
」

と
は
３
５
歳
程
度
ま
で
の
人
々
と
し
て
い
る
。

具
体
的
活
動
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

〇
お
寺
を
子
ど
も
た
ち
の
集
い
の
場
に
す
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
　
子
ど
も
会
開
設
の
た
め
の
手
引
書
発
行

　
絵
本
１
０
０
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
教
化
教
材
の
発
行

〇
青
少
年
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
・
支
援

　
カ
ル
ト
問
題
相
談
窓
口
の
開
設

　
カ
ル
ト
問
題
学
習

　
『
青
少
幼
年
教
化
指
針
』
の
発
行

〇
青
少
幼
年
が
活
動
・
表
現
す
る
場
の
提
供

　
子
ど
も
参
拝
案
内
所
（
子
ど
も
テ
ン
ト
）

　
子
ど
も
報
恩
講
の
つ
ど
い

⑷
池
の
平
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

　
親
鸞
聖
人
の
流
罪
の
地
で
も
あ
る
、
長
野
県
妙
高
高
原
に
自
然

を
学
べ
る
宿
泊
施
設
を
所
有
し
て
い
る
。
団
体
だ
け
で
な
く
、
個

人
で
も
使
用
可
能
で
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
誕
生
８
０
０
年
・
立
教
開

宗
７
５
０
年
の
慶
讚
事
業
と
し
て
、
１
９
７
３
年（
昭
和
４
８
年
）

に
設
立
さ
れ
た
。

⑸
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー　
し
ん
ら
ん
交
流
館

　
東
本
願
寺
に
隣
接
し
た
、
門
徒
・
一
般
参
拝
者
・
地
域
住
民
が
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交
通
手
段
、
さ
ら
に
は
坐
禅
会
の
雰
囲
気
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/cont_02/index.htm

l 2018,3,28

）

⑶
拝
観
寺
院
で
配
布
さ
れ
る
栞
の
一
覧

　
臨
済
宗
や
黄
檗
宗
の
拝
観
寺
院
で
配
ら
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
の

栞
の
画
像
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栞

に
は
、
関
連
す
る
禅
語
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
付

さ
れ
て
い
る
。
拝
観
者
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
る
。

使
用
で
き
る
施
設
で
、
２
０
１
５
年
に
開
設
さ
れ
た
。
開
館
は
、

平
日
（
９
時
～
１
８
時
、
火
曜
日
休
館
）、
土
日
祝
日
（
９
時
～

１
７
時
）。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
大
谷
ホ
ー
ル
、
東
本

願
寺
文
庫
、
茶
室
、
会
議
室
な
ど
を
併
設
し
て
お
り
、
公
開
講
演

会
、
定
期
法
要
、
茶
道
教
室
、
こ
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。

�

（http://jodo-shinshu.info/gyoji_entry/ 2018,3,25
）

⑹
写
真
日
記　

　
「
仏
前
結
婚
記
念
参
拝
式
」
報
告
、
桜
の
開
花
報
告
な
ど
、
東

本
願
寺
の
様
子
が
伝
わ
る
写
真
が
随
時
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

⑺
東
本
願
寺
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　
　
鸞
恩
く
ん
、
蓮
ち
ゃ
ん
、
あ
か

ほ
ん
く
ん　

　
子
ど
も
達
が
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
ふ
れ
る
機
縁
と
な
る
よ
う
、

親
鸞
聖
人
７
５
０
年
遠
忌
の
際
に
誕
生
し
た
。
着
ぐ
る
み
の
ぬ
い

ぐ
る
み
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/character/　

2018,3,25

）

③
臨
済
宗
、
黄
檗
宗
（
臨
黄
ネ
ッ
ト
）	

　

⑴
寺
院
検
索
項
目
の
充
実

　
お
寺
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な
活
動
が
検
索
で
き
る
。
検
索
で
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き
る
項
目
は
、
坐
禅
会
、
写
経
会・法
話
会
、
技
芸
教
室
（
茶
道・

華
道
等
）、
催
し
物
（
コ
ン
サ
ー
ト
等
）、
水
子
供
養
、
墓
地
・
納

骨
堂
分
譲
、
精
進
料
理
、
名
所
・
札
所
、
拝
観
寺
院
、
祭
事
・
供

養
（
大
根
炊
き
・
筆
供
養
等
）
な
ど
で
あ
る
。

（http://w
w
w
.rinnou.net/jiin_search_i/search_condition.php 

2018,3,28

）

⑵
坐
禅
の
仕
方
、
坐
禅
会
実
施
寺
院
の
紹
介

　
初
心
者
向
け
に
坐
禅
の
座
り
方
を
、
写
真
を
使
っ
て
丁
寧
に
解

説
し
て
い
る
。
坐
禅
会
が
で
き
る
寺
院
を
都
道
府
県
別
に
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
各
寺
院
の
開
催
日
・
時
間
、
会
費
、

交
通
手
段
、
さ
ら
に
は
坐
禅
会
の
雰
囲
気
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/cont_02/index.htm

l 2018,3,28

）

⑶
拝
観
寺
院
で
配
布
さ
れ
る
栞
の
一
覧

　
臨
済
宗
や
黄
檗
宗
の
拝
観
寺
院
で
配
ら
れ
る
「
い
ろ
は
歌
」
の

栞
の
画
像
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栞

に
は
、
関
連
す
る
禅
語
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
付

さ
れ
て
い
る
。
拝
観
者
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
る
。
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試
聴
す
る
こ
と
も
可
能
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り
練
習
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

�

【
公
式
Ｈ
Ｐ
】（http://w

w
w
.sotozen-net.or.jp/2018,3,28

）

⑵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

○
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク https://w

w
w
.facebook.com

/sotozen.

offi
cial

　
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
更
新
頻
度
は
２
～

�

（http://w
w
w
.rinnou.net/iroha_uta/iroha_all.htm

l 2018,3,28

）

⑷
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン

　
黄
檗
宗
は
立
宗
の
ル
ー
ツ
を
中
国
の
臨
済
宗
に
持
つ
こ
と
も
あ

り
、
Ｈ
Ｐ
は
英
語
だ
け
で
な
く
、
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

�

（http://cn.rinnou.net/ 2018,3,28

）

④
曹
洞
宗	

　
　

⑴
公
式
Ｈ
Ｐ
に
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ

　
Ｈ
Ｐ
名
を
「
曹
洞
禅
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
い
る
。
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
が
充
実
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
専
用
ペ
ー

ジ
（
内
容
は
Ｈ
Ｐ
と
同
じ
）
も
あ
る
。
外
国
語
は
英
語
・
ポ
ル
ト
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ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
ド
イ
ツ

語
の
六
か
国
語
に
対
応
し
て
い
る
。

○
一
般
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
坐
禅
解
説
が
あ
り
、

坐
禅
が
で
き
る
お
寺
を
検
索
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
坐
禅
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
動
画
も
あ
り
、作
法
を
や
さ
し
く
解
説
し
て
い

る
。

　
曹
洞
禅
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
と
協
賛
し
、
お
寺
や
仏
教

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
東
京
都
港
区
芝
に
あ
る
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
毎
月
１
回

禅
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
朝
活
禅
」（
２
０
１
６
～
２
０

１
７
）と
称
し
出
勤
前
の
方
々
の
取
り
込
み
が
注
目
さ
れ
た（
現
在
、

朝
活
禅
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）。

○
檀
信
徒
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ

　
多
く
の
詠
讃
歌
の
楽
譜
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、

試
聴
す
る
こ
と
も
可
能
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り
練
習
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

�

【
公
式
Ｈ
Ｐ
】（http://w

w
w
.sotozen-net.or.jp/2018,3,28

）

⑵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

○
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク https://w

w
w
.facebook.com

/sotozen.

offi
cial

　
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
更
新
頻
度
は
２
～
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３
日
に
１
回
。「
い
い
ね
」
は
お
よ
そ
１
０
０
前
後
で
あ
る
。

○
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム https://w

w
w
.instagram

.com
/sotozen_

m
ind/

　
主
に
修
行
風
景
等
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
更
新
は
不
定
期
。

⑶
豊
富
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

　
曹
洞
宗
や
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
曹
洞
宗
公
式
ア
プ

リ
が
４
種
類
あ
る
。

○
「
曹
洞
宗
公
式
ア
プ
リ
～
心
の
鏡
～
」

　
坐
禅
・
写
経
な
ど
を
手
軽
に
体
験
で
き
る
ア
プ
リ
。

　
坐
禅
ア
プ
リ
で
は
膝
の
上
に
ス
マ
ホ
を
置
い
て
、
動
い
た
ら
警

策
で
知
ら
せ
る
機
能
が
あ
り
、
心
の
落
ち
着
き
度
を
グ
ラ
フ
化
し

て
く
れ
る
。

　
写
経
ア
プ
リ
は
指
で
な
ぞ
っ
て
写
経
が
で
き
、
納
経
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
こ
の
他
、
鐘
や
木
魚
を
叩
く
機
能
や
、
御
朱
印
が
も
ら
え
る
場

所
に
行
く
と
御
朱
印
が
も
ら
え
る
巡
拝
ア
プ
リ
な
ど
も
あ
る
。

○
「
心
の
ノ
ー
ト
：
あ
な
た
の
“
気
持
ち
”
を
記
録
し
て
心
を
整

え
る
日
記
ア
プ
リ
」

　
う
れ
し
い
気
持
ち
、
悲
し
い
気
持
ち
な
ど
、
心
に
溜
め
ず
日
記

に
綴
る
こ
と
で
、
心
を
整
理
し
、
心
の
環
境
を
整
え
る
ア
プ
リ
。

　
ア
プ
リ
内
で
曹
洞
宗
を
連
想
さ
せ
る
文
言
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
般
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
１
０
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
超
え

る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
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○
梅
花
流
詠
讃
歌
練
習
ア
プ
リ

　
詠
讃
歌
全
曲
を
収
録
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
や
キ
ー
の
上
げ
下
げ
機

能
が
あ
る
。

○
曹
洞
宗
経
典

　
曹
洞
宗
の
お
経
ア
プ
リ
。

⑤
日
蓮
宗　
　

⑴
日
蓮
宗
総
合
リ
ン
ク
集　
日
蓮
宗
全
寺
院
マ
ッ
プ

　
日
蓮
宗
全
寺
院
の
所
在
地
を
掲
載
。Google m

ap

と
連
動
し
て

お
り
、
所
在
地
を
地
図
で
確
認
で
き
る
。

 �

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）

⑵
行
き
つ
け
の
お
寺
を
作
ろ
う
研
究
班

　
多
く
の
方
に
「
学
び
」「
気
づ
き
」「
癒
し
」
の
場
と
し
て
お
寺

を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道
部
が
２
０
１
３

年
か
ら
開
始
し
た
活
動
で
あ
る
。
映
画
上
映
会
、
入
門
仏
教
講
座
、

ヨ
ガ
教
室
、
学
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
定
期
開
催
し
、
檀
家
以
外
で

も
参
加
で
き
る
寺
院
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/　

2018,3,25

）

「「
し
っ
か
り
く
ん
」と「
ゆ
っ
く
り
く
ん
」の
寺
参
り
の
す
す
め
」

と
い
う
動
画
（
約
６
分
半
）
を
公
開
し
て
お
り
、
仏
像
、
内
陣
、

朝
の
勤
行
な
ど
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
る
。
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⑶
笑
顔
と
出
会
う
寺
め
ぐ
り

　
日
蓮
上
人
ゆ
か
り
の
寺
を
「
旅
す
る
」
形
で
紹
介
し
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）

 

⑷
み
の
ぶ
ガ
ー
ル

　
身
延
山
の
観
光
ガ
イ
ド
。
プ
チ
修
行
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
宿

坊
の
紹
介
、
お
よ
び
観
光
ガ
イ
ド
か
ら
な
る
。
宗
教
学
者
や
文
化

人
の
コ
ラ
ム
も
あ
る
。

�

（https://w
w
w
.nichiren.or.jp/qa/ 2018,3,25

）
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⑥
神
社
本
庁	

　
神
社
本
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
神
道
へ
の
誘
い
、
神
道
の

い
ろ
は
、
コ
ラ
ム
と
い
う
タ
グ
が
あ
り
、
神
道
を
広
く
一
般
の

人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
神
話
、
伊
勢
神
宮
、
お
参

り
の
仕
方
、
お
祭
り
な
ど
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同

趣
旨
に
基
づ
く
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
を
用
意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
お
宮
キ
ッ
ズ
」
と
い
う
子
ど
も
対
象
の
外
部
サ
イ
ト

が
あ
る
。
キ
ッ
ズ
サ
イ
ト
で
は
「
鎮
守
の
森
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
紹
介
し
て
い
く
形
で
、「
神
さ
ま
」「
神
社
」

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
や
日
々
の
行
事
と

い
っ
た
身
近
な
話
題
を
多
く
紹
介
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.om
iyakids.com

/index.htm
l　

2018,3,28

）

　
こ
の
ア
ニ
メ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
に
は
「
お
う
ち
の
方
へ
」
と

い
う
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
ア
ニ
メ
の
理
念
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。

「
神
様
が
宿
る
自
然
を
敬
い
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

日
本
人
に
と
っ
て
重
要
な
役
目
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
国
を
愛

す
る
心
を
育
む
大
切
な
行
い
で
あ
る
」
と
、
子
ど
も
へ
の
教
育
の

目
的
を
示
し
て
い
る
。

�

（http://w
w
w
.om
iyakids.com

/util/parent.htm
l　

2018,3,28

）
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悩
み
に
答
え
る
問
答
集
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/hbk/kyoiku.htm

l　

2018,03,26

）

⑵
子
ど
も
向
け
の
教
化
グ
ッ
ズ

　
会
員
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
で
は
、
創
価
学
会
の
教
え
等
を
紙
芝
居

で
理
解
で
き
る
よ
う
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
各
種
資
料
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。	

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/kaiin/kam

ishibai.htm
l　

2018,03,26

）

⑶
年
代
別
組
織

　
創
価
学
会
で
は
世
代
別
に
会
員
を
結
び
つ
け
る
体
制
を
採
っ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
年
代
別
組
織
と
し
て
、
男
子
部
（
１
５
～

３
９
歳
）、
女
子
部
（
３
９
歳
ま
で
の
独
身
女
性
）、
学
生
部
（
大

学
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学
校
生
）、
未
来
部
（
未
就
学
児
、
小

学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
）
が
あ
り
、
青
少
年
教
化
に
力
を
入
れ

⑦
天
理
教
（
設
立
：
１
８
３
８
年
、
本
部
：
奈
良
県
天
理
市
）

　
天
理
教
本
部
に
お
い
て
、「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
７
月
末
か
ら
の
２
週
間
で
行
わ
れ
る

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
、
信
者
の
子
弟
だ
け
で
な
く
一
般
の
こ
ど
も

も
参
加
で
き
る
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
し
て
い
る
。
人
間
創
造
の

場
所
「
ぢ
ば
」
に
帰
る
（
聖
地
巡
礼
）
と
い
う
宗
教
的
意
味
を
持
ち
、

朝
の
お
勤
め
、
講
話
、
奉
仕
活
動
で
あ
る「
ひ
の
き
し
ん
」を
行
う
。

ほ
か
プ
ー
ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
夜
の
花
火
や
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
る
。

 �

（http://kodom
o-ojibagaeri.com

/ 2018,3,28

）

⑧
創
価
学
会
（
設
立
：
１
９
３
０
年
、
本
部
：
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
）

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
は
、
創
価
学
会
の
概
要
、
活
動

等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
会
員
向
け
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

⑴
教
育
へ
の
取
り
組
み

　

創
価
学
会
の
概
要
、
活
動
等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
内
に
平
和
・
文
化
・
教
育
の
タ
グ
が
あ
り
、
教
育
の
タ

グ
で
は
教
育
本
部
で
の
教
育
的
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
輝
く
子
ど
も
と
人
間
教
育
プ
ラ
ザ
」
で
は
、
教
育
実
践
記
録

や
教
育
相
談
な
ど
を
通
し
て
各
地
の
教
育
部
員
が
地
道
に
つ
か
ん

だ
現
場
の
知
恵
を
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
生
か
す
こ

と
を
目
指
し
て
全
国
各
地
で
巡
回
展
示
し
て
い
る
。「
未
来
部
育

成
相
談
室
」
で
は
、
学
会
員
の
親
子
が
抱
え
る
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

安
心
と
希
望
を
も
た
ら
す
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。「
子
育

て
問
答
集
」
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
っ
て
き
た
教
師
が
、
子
育
て
で
直
面
す
る
保
護
者
の
疑
問
や
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悩
み
に
答
え
る
問
答
集
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/hbk/kyoiku.htm

l　
2018,03,26

）

⑵
子
ど
も
向
け
の
教
化
グ
ッ
ズ

　
会
員
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
で
は
、
創
価
学
会
の
教
え
等
を
紙
芝
居

で
理
解
で
き
る
よ
う
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
各
種
資
料
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。	

�

（https://w
w
w
.sokanet.jp/kaiin/kam

ishibai.htm
l　

2018,03,26

）

⑶
年
代
別
組
織

　
創
価
学
会
で
は
世
代
別
に
会
員
を
結
び
つ
け
る
体
制
を
採
っ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
年
代
別
組
織
と
し
て
、
男
子
部
（
１
５
～

３
９
歳
）、
女
子
部
（
３
９
歳
ま
で
の
独
身
女
性
）、
学
生
部
（
大

学
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学
校
生
）、
未
来
部
（
未
就
学
児
、
小

学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
）
が
あ
り
、
青
少
年
教
化
に
力
を
入
れ
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て
い
る
。

　
特
に
未
来
部
で
は
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
や
書
道
展
、
中
学
・

高
校
の
部
活
動
、
未
来
部
員
が
英
会
話
で
寸
劇
を
披
露
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
で
あ
る
「
未
来
部
Ｅ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
、
様
々
な

教
化
活
動
が
あ
る
。

�

（http://w
w
w
.m
iraibu.net/index.htm

l　

2018,03,26

）

⑷
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ガ
イ
ド

　
幼
児
向
け
の
教
化
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

�

（https://vod.sokanet.jp/program
/study.htm

l　

2018,03,26

）

⑨
Ｇ
Ｌ
Ａ
（
設
立
：
１
９
６
９
年
、
本
部
：
東
京
都
台
東
区
雷
門
）

⑴
生
活
・
人
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
前
面
に

　
Ｇ
Ｌ
Ａ
は
人
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
冠
婚
葬
祭
を
人
生
の
節
目
と
し
て
重
視
し
、
誕
生
の
時
の

命
名
の
儀
に
始
ま
り
、
結
婚
式
、
葬
儀
、
供
養
ま
で
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

　
ま
た
信
者
の
研
鑽
の
場
で
も
あ
る
人
生
祈
念
館（
八
ヶ
岳
）に
は
、
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信
者
の
遺
骨
が
奉
納
さ
れ
、
さ
ら
に
人
生
の
記
録
と
し
て
、
生
前

の
姿
（
写
真
な
ど
）、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
遺
族
や
友
人
、
後
世
の

人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
映
像
が
「
人
生
記
録
出
会
室
」
に
保
管

さ
れ
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
健
康
、
福
祉
、
法
律
、
親

と
子
の
教
育
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
時
の
支
援
を
謳
っ
て
お
り
、
信
者

向
け
の
健
康
講
座
、
法
律
相
談
、
親
研
修（
親
子
に
関
す
る
学
び
）

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/support/ 2018,3,28

）

⑵
青
年
塾
、
受
験
、
転
職
の
サ
ポ
ー
ト

　
青
年
塾
を
組
織
し
、「
受
験
生
研
究
班
」（「
魂
の
学
」
の
学
習

と
実
践
を
通
し
て
受
験
に
挑
戦
す
る
研
修
の
場
）
の
集
会
へ
の
参

加
を
促
し
、「
ウ
イ
ズ
ダ
ム
」（
問
題
を
解
決
し
、
願
い
を
実
現
す

る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
）
に
取
り
組
み
、
実
践
し
て
い
る
同
じ
受
験

生
の
仲
間
の
報
告
を
聞
く
、
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
転
職
の
際
に
、
Ｇ
Ｌ
Ａ
の
教
祖
の
セ
ミ
ナ
ー
が
い
か
に
役

に
立
っ
た
か
な
ど
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/support/ 2018,3,28

）

⑶
世
代
層
別
や
少
人
数
の
集
ま
り

　
世
代
層
別
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
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談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
生
活
実
践
で
は
、
１
カ
月
に
２
回
、
２

時
間
程
度
、
住
ま
い
や
職
場
が
近
い
５
、
６
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
、
経
営
・
医
療
・
教
育
・
ア
ー
ト
・
音
楽
・
演
劇
・

法
務
な
ど
の
専
門
分
野
で
働
く
方
々
の
た
め
の
研
鑽
の
場
と
し
て
、

「
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
る
」
こ
と
を
互
い
に
学
び
合
う
と
い
う
。

ま
た
、
八
ヶ
岳
に
て
１
泊
２
日
で
、「
止
観
体
得
」
の
研
修
を
行
う
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/studysessions/ 2018,3,28

）

⑷
実
践
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
Ｈ
Ｐ
に
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
実
践
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
掲
載
し
、
信
者
の
顔
が
し
っ
か
り
と
見
え
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

具
体
的
に
は
町
会
議
員
、
弁
護
士
、
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
、
会
社

員
、
医
師
、
主
婦
、
作
家
な
ど
様
々
な
肩
書
き
の
信
者
が
登
場
し
、

自
分
の
人
生
や
仕
事
の
中
で
い
か
に
Ｇ
Ｌ
Ａ
の
教
え
が
役
立
っ
て

い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
自
己
診

断
チ
ャ
ー
ト
」
や
「
発
見
ガ
イ
ド
」
な
ど
教
え
を
分
か
り
や
す
い

形
で
提
供
す
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

�

（https://w
w
w
.gla.or.jp/practice/report/ 2018,3,28

）

小　
結

　
本
章
に
お
い
て
は
、
新
宗
教
を
含
む
他
教
団
に
お
け
る
次
世
代
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継
承
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
事
例
を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、「
重
要
な
広
報
媒
体
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
に
次
世
代
継
承
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
報
告
す
る
教
団
は
、
次
世
代
継
承
に
対

し
て
熱
心
な
教
団
で
あ
ろ
う
」
と
の
作
業
仮
説
を
も
と
に
収
集
を

開
始
し
た
。
し
か
し
調
査
す
る
に
つ
れ
て
、
我
々
が
想
定
し
た
以

上
に
、
各
教
団
の
Ｈ
Ｐ
制
作
意
図
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
例
え
ば
、
信
徒
向
け
の
サ
イ
ト
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
か

け
て
外
部
か
ら
の
閲
覧
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
か

ら
は
次
世
代
継
承
に
関
す
る
取
り
組
み
が
把
握
で
き
な
い
新
宗
教

教
団
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
今
回
実
施
し
た
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
の
次

世
代
継
承
の
取
り
組
み
の
把
握
は
、
限
定
的
な
成
果
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
り
詳
細
な
活
動
把
握
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　
今
回
の
調
査
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
他
教
団
に
お
け
る

次
世
代
継
承
の
取
り
組
み
の
概
要
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

・
教
義
、
儀
礼
、
歴
史
な
ど
に
関
し
て
の
解
説

　
教
団
に
よ
っ
て
比
重
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
教
団
も
掲

載
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
、
子
ど
も
向
け
に

平
易
に
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
る
教
団（
神
社
本
庁
）

も
あ
る
。

・
本
山
、
聖
地
、
有
名
寺
院
・
神
社
の
紹
介

　
多
く
の
教
団
が
紹
介
し
て
い
る
。
旅
行
記
ス
タ
イ
ル
で
本
山
を

紹
介
す
る
教
団
（
日
蓮
宗
）、Google

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
疑

似
的
に
参
拝
で
き
る
教
団
（
霊
派
之
光
）、
携
帯
で
霊
地
の
方
角

を
確
認
で
き
る
ア
プ
リ
を
用
意
し
て
い
る
教
団（
真
如
苑
）も
あ
る
。

・
寺
院
検
索
、
開
催
行
事
の
検
索

　
伝
統
仏
教
教
団
（
曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
、
臨
済
・
黄
檗
宗
、
浄
土

宗
な
ど
）
に
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
菩
提
寺
の
あ
る
地
域
か

ら
転
居
し
た
檀
信
徒
、
ま
た
一
般
の
人
々
に
対
し
て
、
宗
派
と
の

結
び
つ
き
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
ど
も
へ
の
教
義
や
儀
礼
の
解
説
、
キ
ャ
ン
プ
形
式
で
の
体
験
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な
ど
多
く
の
教
団
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

・
青
年
層
、
壮
年
層
な
ど
年
齢
階
層
別
の
組
織
や
活
動

　
創
価
学
会
や
Ｇ
Ｌ
Ａ
な
ど
の
新
宗
教
教
団
が
積
極
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
伝
統
仏
教
教
団
で
は
真
宗
大
谷
派
が
「
青
少
幼

年
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
３
５
歳
ま
で
の
門
徒
に
対
す
る
活
動

を
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
浄
土
宗
を
含
め
他
の
伝

統
仏
教
教
団
に
お
い
て
は
手
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

・
そ
の
他

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
悩
み
相
談
の
活
動
「
グ
チ
コ
レ
」

を
は
じ
め
と
し
た
、
関
連
団
体
が
取
り
組
む
活
動
を
う
ま
く
宗
派

の
広
報
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
曹
洞
宗
は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
提
供
し
、
仏
教
色
を
薄
め
る
こ
と
に
よ
り
広

く
一
般
の
人
々
に
仏
教
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た

新
宗
教
団
体
で
あ
る
Ｇ
Ｌ
Ａ
で
は
、
誕
生
か
ら
葬
式
・
法
事
に
至

る
ま
で
の
人
生
す
べ
て
の
儀
礼
に
係
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
生
の

中
に
教
え
が
活
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

�

（
研
究
班
）

４
章　

寺
院
で
の
子
ど
も
の
成
長
儀
礼

　
現
在
、「
寺
離
れ
」
が
起
き
て
い
る
と
い
う
声
が
各
地
か
ら
聞

こ
え
る
。
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
檀
信
徒
の
高
齢
世
代
・
青

壮
年
世
代
・
子
ど
も
世
代
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
場
所
に
住
む
状
況

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
や
信
仰
に
関
す
る
檀
家
家
庭
内
で

の
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
影
響
で
、
い
わ
ゆ
る「
仏
教
ブ
ー
ム
」

が
起
こ
り
、
一
般
の
方
々
か
ら
の
寺
院
に
対
す
る
興
味
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
研
究
班
で
は
、
寺
院

で
の
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
な
ぜ

な
ら
少
子
化
と
い
う
状
況
の
な
か
、
子
ど
も
が
主
役
の
成
長
儀
礼

を
求
め
る
傾
向
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寺
院
で

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
勤
め
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
儀
礼
（
成
人

式
、
結
婚
式
、
長
寿
の
祝
い
、
葬
式
な
ど
）
に
も
つ
な
が
る
可
能



研究成果報告

31　次世代継承に関する研究　研究成果報告①

性
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
お
寺
で
行
う
こ
と
は
、

祖
父
母
・
親
・
子
ど
も
の
三
世
代
、
さ
ら
に
は
両
家
族
に
わ
た
っ

て
寺
院
に
来
る
機
会
と
な
り
、
次
世
代
に
信
仰
を
継
承
す
る
一
つ

の
契
機
に
な
る
。

　
本
研
究
班
で
は
、
成
長
儀
礼
と
し
て
は
七
五
三
、
お
よ
び
新
た

に
提
案
す
る
、
法
然
上
人
の
生
涯
に
因
ん
だ
学
業
成
就
の
法
要

「
智
慧
結
び
法
要
」
を
取
り
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
実
践
方
法

を
紹
介
す
る
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
実
践
す

る
の
に
役
に
立
つ
様
々
な
素
材
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
る
資
料
、
お
よ
び
法
要
の
イ
メ
ー

ジ
動
画
、
解
説
動
画
、
水
瓶
や
洒
水
器
の
紙
飾
り
作
成
解
説
動
画

も
用
意
し
た
。
な
お
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
広
い
普
及
を
目
指
し
住
職

一
人
で
も
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
を
念
頭
に
置
い
て
作
成
し

た
。

　
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
法
式
の
専
門
家
、
お
よ

び
当
研
究
所
の
「
法
式
研
究
班
」
に
協
力
を
仰
い
だ
う
え
で
作
成

し
た
が
、
我
々
研
究
班
と
し
て
は
「
よ
り
広
い
範
囲
で
の
普
及
」

を
最
優
先
事
項
と
し
た
た
め
、
諸
課
題
が
残
る
こ
と
を
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
。

　
本
章
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
し
た
「
寺
院
で
の
子
ど
も
の

成
長
儀
礼
の
位
置
づ
け
」「
浄
土
宗
の
祈
願
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
加
筆
修
正
し
た
も
の
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も
の
成

長
儀
礼　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
縮
刷
版
を
掲
載
す
る
。

�

（
名
和
清
隆
））

４
―
１　

寺
院
で
の
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
の
位
置
づ
け

　
本
研
究
班
で
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
提
唱
す
る
成
長
儀
礼
を
浄

土
宗
へ
の
入
信
を
促
し
、
帰
敬
式
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
機
会
の
一

つ
と
捉
え
、
成
長
儀
礼
の
真
の
目
的
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
帰
依

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
浄
土
宗
で
は

近
年
、
年
少
者
向
け
に
三
宝
帰
依
の
精
神
を「
明
る
く
」「
正
し
く
」

「
仲
よ
く
」
と
い
う
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
置
き
換
え
て
表
現
し

て
き
た
。
た
だ
し
幼
児
を
含
む
年
少
者
に
こ
の
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
表
現
が
必
要
で
あ

る
。
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周
知
の
ご
と
く
「
仏
」
と
は
覚
っ
た
者
、
私
た
ち
を
覚
り
の
境

地
へ
と
導
い
て
下
さ
る
方
、「
法
」
と
は
覚
っ
た
人
の
教
え
、
覚

り
の
境
地
へ
と
導
い
て
下
さ
る
方
の
言
葉
、
あ
る
い
は
真
理
、

「
僧
」
と
は
覚
り
の
境
地
を
求
め
て
集
う
人
々
と
和
合
の
団
体
を

指
す
。
本
研
究
班
で
は「
明
る
く
」を「
仏
に
感
謝
で
き
る
心
」、「
正

し
く
」を
教
え
に
照
ら
し
て「
我
が
身
を
振
り
返
る
心
」、「
仲
よ
く
」

を
「
仲
間
を
思
い
や
り
敬
う
心
」
と
し
、

「
七
五
三
」
に
お
い
て
は
、

「
明
る
く
」
＝「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
言
え
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

「
正
し
く
」
＝「
ご
め
ん
な
い
」
と
正
直
に
言
え
る
人
に
な
り

ま
し
ょ
う

「
仲
よ
く
」＝
誰
に
で
も
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

と
具
体
的
な
表
現
を
提
示
し
た
。

「
智
慧
結
び
法
要
」
に
お
い
て
は
、

　
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
笑
顔
で「
明
る
く
」過
ご
し
、

　
我
が
身
を
振
り
返
り
な
が
ら
大
人
と
な
る
道
を「
正
し
く
」歩
み
、

　
思
い
や
り
と
敬
い
の
心
を
も
っ
て
「
仲
よ
く
」
生
き
る
こ
と
を

誓
い
と
い
う
表
現
を
提
示
し
た
。
仏
法
僧
を
宝
と
受
け
止
め
る
心

を
具
体
的
に
ど
う
表
現
す
る
か
、
三
宝
へ
の
帰
依
を
促
す
際
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

�

（
袖
山
榮
輝
）

４
―
２　

浄
土
宗
の
祈
願
に
つ
い
て
考
え
る

　
子
ど
も
の
無
事
成
長
や
学
業
成
就
を「
祈
願
」す
る
こ
と
は「
現

世
利
益
」（
現
益
）
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
往
生
と
い
う

当
益
を
求
め
る
浄
土
宗
の
教
え
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
承
知
の
と
お
り
浄
土
宗
を
含
め
仏
教
は
煩
悩
な
き
仏

の
世
界
を
指
向
す
る
。
自
ら
の
欲
望
、
煩
悩
を
満
足
さ
せ
よ
う
と

「
祈
願
」
し
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
、
煩
悩
の
世
界
に
お
け
る
満
足

を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
救
い
は
な
い
、
と
い
う
の
が

浄
土
宗
の
立
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
も
心
も

安
ら
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
神
仏
に
願
い
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と

が
信
仰
心
を
育
む
「
き
っ
か
け
」「
縁
」
と
な
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
。

　
当
研
究
班
が
無
事
成
長
や
学
業
成
就
を
「
祈
願
」
す
る
法
要
を
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提
唱
す
る
目
的
は
、
幼
児
や
青
少
年
が
浄
土
宗
寺
院
を
訪
れ
る

「
き
っ
か
け
」
を
創
り
出
し
、
帰
依
三
宝
の
精
神
に
触
れ
、
念
仏

を
称
え
、
阿
弥
陀
仏
と
「
縁
」
を
結
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
る
。

祈
願
は
「
き
っ
か
け
」
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
が
目
的
な

の
で
あ
る
。

　
藤
堂
恭
俊
台
下
の
論
文
（「
念
仏
の
利
益
―
現
世
に
お
い
て
受

け
る
変・転
の
妙
味
―
」『
教
化
研
究
』４
号
、
１
９
９
２
）に
、「
摂

取
の
光
明
の
真
只
中
に
摂
尽
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
背
を
向
け

て
、
光
明
の
波
長
を
捉
え
よ
う
と
し
な
い
人
に
あ
っ
て
は
、
摂
取

不
捨
の
光
明
も
不
摂
取
の
光
明
と
い
う
外
な
い
」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
無
事
に
成
長
し
て
も
学
業
が
成
就
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の

光
明
に
背
を
向
け
て
い
て
は
何
の
意
味
も
な
い
。
念
仏
往
生
を
求

め
る
者
は
摂
取
の
光
明
に
背
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
念
仏
往
生

を
求
め
る
視
点
か
ら
、
無
事
成
長
や
学
業
成
就
の
真
の
目
的
を
問

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
摂
取
の
光
明
に
対
し
て
決
し
て
「
背
を
向
け

な
い
」
人
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
無
事
成
長
や
学
業
成
就
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
求
め
る「
祈
願
」

法
要
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
真
の
目
的
を
踏
ま
え
て
勤
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

�

（
袖
山
榮
輝
）

４
―
３　
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
本
節
で
は
、
本
研
究
班
が
作
成
し
『
宗
報
』
２
０
１
８
年
５
月

号
に
同
封
し
て
全
ヶ
寺
配
布
し
た
「
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
実
践
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
再
録
す
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
浄
土
宗
寺
院

に
お
い
て
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
を
よ
り
広
く
実
施
し
て
頂
く
た
め

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
「
簡
単
に
」

「
住
職
一
人
で
も
実
施
で
き
る
」
形
式
を
念
頭
に
作
成
し
た
。
ま
た
、

人
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
普
及
を
図
る
た
め
の
動
画
、
実
践
す

る
う
え
で
活
用
で
き
る
資
料
を
作
成
し
、
当
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
智
慧
結
び
法
要
に
関
す
る
動
画
作
成
に
お
い
て
は
、
総
本
山
知

恩
院
に
「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」
の
画
像
使
用
許
可
を
頂
い
た
。

ま
た
七
五
三
に
関
す
る
動
画
、
ポ
ス
タ
ー
作
製
に
お
い
て
は
大
本

山
増
上
寺
に
撮
影
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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お
わ
り
に
―
今
期
の
成
果
と
次
期
の
課
題
―

　
こ
れ
ま
で
各
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
近
年
急
激
な
過
疎
化

と
少
子
高
齢
化
の
影
響
は
、
宗
派
を
超
え
て
寺
院
運
営
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
浄
土
宗
寺
院
へ
の
影
響

も
今
後
一
層
深
刻
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

　

今
期
に
お
い
て
は
、
幼
少
年
層
を
抱
え
る
人
々
を
対
象
と
し

「
寺
院
に
お
け
る
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」、
と
く
に
七
五
三
と
新
た

な
学
業
成
就
法
要
で
あ
る
「
智
慧
結
び
法
要
」
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
、
本
研
究
班
の
研
究
は
一
応
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
七
五
三
は
浄
土
宗
や
他
宗
派
で
も
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
意
義
は
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
、
我
々
の
研
究
班
に
お
い
て
、「
智
慧
結
び
法
要
」
と
い

う
新
た
な
学
業
成
就
の
儀
礼
を
提
案
し
た
。
現
代
社
会
で
子
ど
も

た
ち
が
成
長
し
て
い
く
過
程
に
は
、
伝
統
的
儀
礼
に
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
儀
礼
が
多
々
あ
る
。
た
と
え
ば
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入

園・卒
園
、
小
学
校
入
学・卒
業
、
中
学
入
学・卒
業
、
高
校
入
学・

卒
業
、
大
学
入
学
・
卒
業
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
な
か
の
小
学
校
卒

業
・
中
学
校
入
学
、
中
学
校
卒
業
・
高
校
入
学
、
高
校
卒
業
・
大

学
入
学
は
、
法
然
上
人
が
僧
侶
と
し
て
成
長
す
る
節
目
に
ほ
ぼ
該

当
し
て
い
る
。

　
法
然
上
人
の
成
長
の
過
程
に
お
い
て
は
、
智
慧
の
菩
薩
で
あ
る

勢
至
菩
薩
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。
法
然
上
人
の
幼
名
は
勢
至
丸

で
あ
る
し
、
ま
た
法
然
上
人
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
勢
至
菩
薩
と

の
対
面
を
幾
度
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
強
い
絆
こ
そ
、
他
宗
教

に
は
な
い
子
ど
も
の
成
長
儀
礼
と
宗
祖
法
然
上
人
を
結
び
つ
け
る

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
わ
れ
わ
れ
が
重
視
し
た
の
は
、
如
何
に
「
寺
院
に
お
け
る

子
ど
も
の
成
長
儀
礼
」
の
実
施
率
を
高
め
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
「
簡
単
に
」「
住
職
一
人
で
も
行
う
こ
と
が
可
能
」
な
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
意
し
た
。
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、

実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
る
各
種
資
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
人
々
に
そ
の
魅
力
や
意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
の
動
画
も
作
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
写
真
入
り
の
書
籍
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に
よ
る
解
説
本
が
多
か
っ
た
が
、
動
画
を
見
な
が
ら
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
子
を
持
つ
親
が
親
子
で
寺
院
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
の
成
長
後
、
壮
年
期

に
入
っ
た
世
代
を
い
か
に
積
極
的
に
主
体
的
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
次
年
度
か
ら
の
調

査
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
世
代
に
焦
点
を
当
て
て
新
た
な
取
り
組

み
を
探
り
出
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
研
究
代
表　
武
田
道
生
）
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